
81
号

2024
3.31

Mt.Mt.

博物館だより博物館だより博物館だより博物館だより

―
2024
3.31

博物館博物館博物館博物館博物館博物館博物館博物館博物館博物館博物館博物館博物館博物館博物館博物館博物館博物館博物館博物館博物館博物館博物館博物館博物館だよ博物館博物館博物館博物館だよ博物館博物館だよ博物館博物館だよ博物館博物館博物館博物館だよ博物館博物館だよ博物館博物館だよ博物館だよ博物館だよ博物館博物館だよ博物館博物館だよ博物館博物館博物館だよ博物館博物館博物館だよ博物館博物館博物館だよ博物館博物館博物館博物館だよ博物館博物館だよ博物館博物館だよ博物館博物館博物館博物館だよ博物館博物館博物館だよ博物館博物館博物館博物館だよ博物館博物館だよ博物館博物館だよ博物館博物館博物館博物館だよ博物館博物館だよ博物館博物館だよ博物館だよ博物館だよ博物館博物館だよ博物館だよ博物館博物館だよ博物館だよ博物館だよ博物館博物館だよ博物館だよ博物館博物館だよ博物館だよ博物館だよ博物館博物館だよ博物館博物館だよ博物館博物館博物館だよ博物館博物館博物館だよ博物館博物館博物館だよ博物館博物館博物館博物館だよ博物館博物館だよ博物館博物館だよ博物館博物館博物館博物館だよ博物館博物館だよ博物館博物館だよ博物館だよ博物館だよ博物館博物館だよ博物館博物館だよ博物館博物館博物館だよ博物館博物館博物館だよ博物館博物館博物館だよ博物館博物館博物館だよ博物館博物館だよ博物館博物館だよ博物館だよ博物館だよ博物館博物館だよ博物館博物館だよ博物館博物館博物館だよ博物館博物館博物館だよ博物館博物館博物館だよ博物館博物館博物館だよ博物館博物館博物館だよ博物館博物館博物館だよ博物館博物館だよ博物館だよ博物館だよ博物館だよ博物館博物館だよ博物館博物館博物館だよ博物館博物館博物館だよ博物館博物館だよ博物館博物館だよ博物館博物館だよ博物館博物館だよ博物館博物館だよ博物館博物館だよ博物館博物館だよ博物館博物館だよ博物館博物館だよ

―

11

　博物館には、資料の収
しゅう

集
しゅう

、保
ほ

管
かん

、展
てん

示
じ

という中
ちゅう

核
かく

となる業務があります。加えて公立の博物館である当館は、富

士市にとって大切なものを見いだし、未来に伝えるという役割を担っています。

　その役割のもと、日々さまざまな資料が収集され、新たな収蔵資料となっていきます。それらは富士市の財産と

なることはもちろん、未来に「伝えていくもの」という学芸員の思いと調査成果によって集められた、貴重な資料

から成り立っています。

　当館は、平成28 年 (2016) 4 月、郷土の歴史や伝説をもとにリニューアルオープンしましたが、リニューアル 10

周年を目の前にした時、新たな収蔵資料をなかなか展示できていないという現実がありました。そこで今一度資料

を見直し、一部ではありますが、皆さまに紹介いたします。

　当館の「Ｎｅｗ Ｆａｃｅ」たちと学芸員の熱い思いにぜひご注目ください。　　　　　　　　　　（佐野あき沙）

チラシ表の写真は、令和5年度博物館実習の一環として、実習生により撮影されたものです。
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秋のテーマ展　
学びの窓　１５０年

（展示期間：令和5年10 月7日～令和6年1月8日）

明治5年 (1872)、「学
がく

制
せい

」が発布され、欧米に倣
なら

っ
た近代的な学校制度が日本で定められました。江戸時
代までの私

し

塾
じゅく

や寺子屋とは異なり、全ての子どもが等
しく教育を受けられる画期的なものでした。
　令和5年(2023)には、学制が施行された明治6年(1873)
から次々につくられた小学校の多くが創立150周年を
迎えました。これを記念して、富士市内の小学校を中
心にその歴史を振り返るとともに、明治初年から平成
半ばまで時代ごとの教材や道具などを展示しました。
さて、展示会で陳

ちん

列
れつ

したものの、冊子につき内容を
全てお見せできなかった資料のうち、明治15 年 (1875)
発行『児童心得　全』をご紹介します。
　本資料は、静岡県学務課編集で、現在の富士市吉原
にあった「吉

よし

原
わら

書
しょ

林
りん

橘
きっ

香
こう

堂
どう

」で刷られたもので、富
士郡下の小学校児童に頒

はん

布
ぷ

されたものと思われます。
　内容としては、現在の小学校内で掲げられる「生活
のきまり」のような内容で、通学から学校内、下校ま
での様々な生活上の振る舞い方や決め事などが示され
ています。ここでは、記されている心得の全17 条を
簡潔に意訳して右のとおりご紹介します。

第60回企画展
東海道にかける富士の橋

（展示期間：令和6年1月20 日～ 3月10 日）

第60 回企画展では、令和6年（2024）の富士川か
りがね橋架橋と、大正13 年（1924）に開通した富士
川橋が 100 周年を迎えたことを記念して、「東海道に
かける富士の橋」と題し、市域の東海道にかかる橋の
歴史をご紹介しました。そのなかで「富士川に “浮か
ぶ ” 橋」というテーマで富士川に架けられた船

ふな

橋
はし

の歴
史を紹介し、その事例として明

めい

治
じ

天
てん

皇
のう

が東京へ行
ぎょう

幸
こう

し
た際に架けられた船橋を取り上げました。ここでは明
治天皇の船橋に関連する史料を紹介します。

展示会の様子

『児童心得　全』

　 

　これは、明治6年に文部省で出された『小学生徒心
得』をベースに加筆修正されたものですが、各地でも
同様の心得書が作成されました。本資料では、上記の
第5・7・10・12・16 条が文部省本に謳

う た

われていない
条項ですが、内容を見るに授業外の生活面で具体的な
指示を記しており、生活指導での労苦が窺

うかが

がえます。
明治13 年 (1880)「第2次教育令」で修身 ( 道徳 ) 教育
の重視による儒教的な思想が学校教育に取り込まれる
ことで、各地の心得書では教訓的な記述が増えたとい
う指摘もありますが、静岡県編集の本資料においては
その影響はあまりみられません。
時代の経過とともに、行政や地域社会、生活文化や
科学の発展などあらゆる環境の変化に影響を受け、今
後どのような学校教育が展開するのか、本展示会を通
して、観覧者の皆さまにとって、改めて見つめ直す機
会になったのではないでしょうか。　　(秋山　裕貴 )
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　明治天皇は富士川船橋を、明治元年（1868）10 月
6 日、12 月11 日、明治2年3 月23 日の３度渡りまし
た。船橋の設置に関する指

し

揮
き

監
かん

督
とく

は駿
すん

府
ぷ

藩
はん

の「船
ふな

橋
はし

御
お

掛
かか

り御
お

役
やく

人
にん

」布施鉉吉郎らが担当し、実際の実務は岩
いわ

淵
ぶち

や岩
いわ

本
もと

、松
まつ

岡
おか

（いずれも現富士市）の人々が請け負
いました。本展示では、岩淵や岩本から提出された船
橋の設置・解体に関する帳簿を展示しました。そのな
かで、当館蔵影山家文書№ G-3-2-25「御

おん

再
さい

幸
こう

御
おん

舩
ふな

橋
はし

御
お

取
とり

崩
くずし

御
ご

入
にゅう

用
よう

書
かき

上
あげ

帳
ちょう

」( 図1) について紹介します。こ
の史料は明治2年4月に作成された、明治天皇が再び
東京へ向かう際に架けられた船橋の解体に関する帳

ちょう

簿
ぼ

です。内容をまとめると表１のようになります。
船橋解体の人件費について、人

にん

足
そく

や大工の人数・１
人当りの賃金・その総額・作業内容の順で記されてい
ます。最後に合計金額と差出として岩本村名

な

主
ぬし

平
へい

兵
べ

衛
え

ほか３名の印鑑が押され、「御
おん

船
ふな

橋
はし

御
お

掛
かか

り御
お

役
やく

人
にん

中
ちゅう

様
さま

」
宛となっています。この帳簿で興味深い点は、史料中
に「埋

うめ

穴
あな

堀
ほり

并
ならびに

錨
いかり

・苧
お

綱
づな

、水
すい

中
ちゅう

ゟ
より

引
ひき

揚
あげ

人
にん

足
そく

等
など

之
の

分
ぶん

」として、
錨
いかり

・苧
お

綱
づな

を富士川の水中から引き上げる人足が 60 人
計上されているところです。苧

お

綱
づな

とは、麻
あさ

でなった綱
で、古代から近世にいたるまで船の各種綱具として最
上のものとされました。
　富士川船橋に用いられた錨は、「明

めい

治
じ

元
がん

年
ねん

辰
たつ

九
く

月
がつ

東
とう

海
かい

道
どう

富
ふ

士
じ

川
かわ

船
ふな

橋
はし

四
よん

百
ひゃく

分
ぶん

一
の

之
いち

略
りゃく

図
ず

」( 図2) に苧綱と連
結された 17 基の錨が描かれています。この図は、明
治元年10 月に明治天皇が東京へ向かう際に架けられ
た船橋を描いた刷物で、「船橋御掛リ御役人」として
布施鉉吉郎ら 8名の駿府藩役人が名を連ね、「三

さん

千
ぜん

枚
まい

図 1：御
おん

再
さい

幸
こう

御
おん

舩
ふな

橋
はし

御
お

取
とり

崩
くずし

御
ご

入
にゅう

用
よう

書
かき

上
あげ

帳
ちょう

（表紙、錨
いかり

水
すい

中
ちゅう

ゟ
より

引
ひき

揚
あげ

人
にん

足
そく

部
ぶ

分
ぶん

） 図 3：富士川の川底から回収したといわれる錨
いかり

図 2：明
めい

治
じ

元
がん

年
ねん

辰
たつ

九
く

月
がつ

東
とう

海
かい

道
どう

富
ふ

士
じ

川
かわ

船
ふな

橋
はし

四
よん

百
ひゃく

分
ぶんの

一
いち

之
の

略
りゃく

図
ず

図 3：富士川の川底から回収したといわれる

海道
どう

富
ふ

士
じ

川
かわ

船
ふな

橋
はし

四
よん

百
ひゃく

分
ぶんの

一
いち

之

限
かぎり

」とあることから勧
かん

進
じん

目的で刷られたものと思われ
ます。錨は河川敷に設置されているように見えますが、
水位によっては川の中に入ってしまったため、「水

すい

中
ちゅう

ゟ
より

引
ひき

揚
あげ

人
にん

足
そく

」が必要となったと思われます。しかし、
急流富士川では錨を引き上げる作業が困難だったため
か、図3のような錨が取り残され、今日に伝わったも
のと思われます。この錨は平成28 年（2016）に富士
川地区の市民の方から寄贈を受けたもので、数十年
前に富士川から引き上げた錨2基のうちのひとつと伺
いました。四

よ

爪
つめ

錨
いかり

と呼ばれる形状で、高さ 150cm・
爪の幅90cm、大人2人でやっと持ち上がる重さです。
17 世紀半ばから普及しはじめ、江戸時代の廻

かい

船
せん

で広
く用いられましたが、明治時代以降は錨の小型化に伴
い、衰退しました。富士川の川底に残されたおかげで、
戦時下の鉄製品供出を避け、明治天皇東幸の際に作ら
れた船橋の様子を現代に伝えることができたと言えま
す。この錨が寄贈されたときは、用途など不明な点が
多くありましたが、他の資料を解き明かし、連結させ
ることで、今回新たな歴史の一面を展示することがで
きました。　　　　　　　　　　　　　(杉本　寛郎 )

【表1】「御再幸御舩橋御取崩御入用書上帳」の内容
費目 数量 単価 金額 用途
人足 62人 150 文 9貫 300 文 船橋取崩手初め人足など
人足 70人 150 文 10 貫 500 文 右同断ならびに諸色、松岡

村まで持ち運ぶ人足
人足 54人

60 人
150 文 8貫 100 文

9貫
埋穴堀ならびに錨・苧綱、
水中より引き揚げ人足

人足 38人 150 文 5貫 700 文 碇錨ならびに苧綱、松岡村
より持ち運ぶ人足

大工 10人 312 文 5分 3貫 125 文 船橋取崩大工
人足 5人 150 文 750 文 4/1 ～ 4/5 の夜番賃
人足 25人 150 文 3貫 750 文 松岡村の太兵衛方の土蔵片

付け・御預りの品、積み替
えならびに材木積み置き分

合計 永 43貫 625 文 ※合計は合わない
（金に換算すると↓）

金58両3分2朱18文8歩 3割 5歩増
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学校と博物館との連携報告

毎度ありがとうございます　出前授業です

富士山かぐや姫ミュージアムでは、学校との連
れん

携
けい

の一
いっ

環
かん

として小中学校への出前授業を長年行っています。

　小学生対象では、昔の道具体験や勾
まが

玉
たま

作り、紙漉
す

き、火おこし、土器アクセサリー作りといった体験学

習をはじめ、学区の地名や歴史、地域出土品の説明、

博物館職員のお仕事紹介など各校のリクエストに応じ

て実施しました。また、中学生向けには、今年度初め

ての試みとして学芸員が発案した土
ど

器
き

片
へん

拓
たく

本
ほん

体
たい

験
けん

や火

おこし体験を行いました。

子供たちは実際に見たり、触れたりといった五感を

活用した体験活動を通して、フレッシュな感動や発見、

実感的な理解、新たな追求意欲を得ることができます。

さらに、出前授業の他にも教員を対象に地域教材研

究や資料提供の協力、小学校社会科副読本『ふじ』と博

物館展示の対応表作成・配布などに取り組んでいます。

　これからも、出前授業をきっかけに子供たちが博物

館に足を運んでいただき、展示室の本物との出会いに

繋がるお手伝いをしていきます。　　（内田　昌宏）

旧稲垣家住宅屋根葺き替え見学会
　　　　　　　　　　　　　開催報告
令和5年12月2日、広見公園内にある静岡県指定有

形文化財「旧稲垣家住宅」において、茅
かや

葺
ぶ

き屋根の葺
ふ

き替
か

え見学会を一般向けに開催しました。これは、損

傷が進む北面屋根の修繕に伴う事業で、市内外から

20名以上の方が参加しました。

　講師は、御殿場市の茅葺き職人・峯
みね

正
まさ

也
や

さんで、茅

の特性や作業道具などの説明、富士山麓が茅の一大産

地であることの紹介のほか、実演を交
まじ

えて茅葺き屋根

について解説していただきました。参加者には、傷
いた

ん

だ茅を抜き取って新しい茅に替える「差
さ

し茅
がや

」という

工程を実践してもらい、茅を束
たば

ねる作業やその茅束を

屋根に差し込む作業を、とても興味深そうに体験して

いました。

　峯さんからは、茅葺き職人や道具職人の継承者が少

ないことや、茅の刈り手不足などのお話しもあり、茅

という視点だけでも文化財を伝え残していくことの大

変さや、茅の文化について理解することの大切さを知

れる良い機会になったと思います。　（秋山　裕貴）

小学校 3年生対象の昔の道具出前授業 ( 富士川第一小 )見学会の様子
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　　　　　　　Mt.Fuji and Princess Kaguya Museum
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開 館 時 間 4 月～10月　9：00～17：00　 11月～ 3 月　9：00～16：30
休 館 日 月曜日（祝日の場合は開館）、祝日の翌日、12/29～1/3（年末年始）
歴史民俗資料館（　分　館　）　開館時間・休館日は本館に同じ
博物館屋外展示（ふるさと村）　休館日なし　　すべて観覧無料

タイトルの「       －            －」は、富士山のかぐや姫
物語を今日に伝える「富

ふ じ さ ん
士山大

だいえんぎ
縁起」（当館蔵）に

登場する「赫
かぐやひめ
夜姫」からとっています。

139

1

JR東海道
新幹線

富士市役所

ロゼシアター旧国道1号
バスターミナル
吉原中央駅

歴史民俗資料館

広見団地入口
バス停

富士市役所

ロゼシアター旧国道1号

JR東海道線
JR東海道線

JR東海道
新幹線

バスターミナル
吉原中央駅

弥生線

新富士
IC

広見
IC

富士
IC 東名高速道路

新東名高速道路

大
淵
街
道

広
見
公
園

ふるさと村歴史ゾーン

富士駅

吉原駅
新富士駅

西
富
士　道

路

NN

博物館だより
No . 8 1


